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屋久島から得られたタイ科魚類タイワンダイ

畑　晴陵 1・本村浩之 2

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

タイワンダイ Argyrops bleekeri Oshima, 1927 は

スズキ目タイ科タイワンダイ属に属する沿岸性魚

類で，日本からインドネシアにかけての西太平洋

に分布する（林・萩原，2013）．本種は，琉球列

島において多数が漁獲され，食用魚として重要で

あり（新垣・吉野，1984；三浦，2012），生態に

関する研究も多くなされている（例えば，上原ほ

か，2013）．沖縄県内では “ よなばるまじく ” と

称され（赤崎，1997；三浦，2012），与那原町の

町魚に指定されたほか（与那原町，2015），沖縄

に伝わる民話にもその名を現すなど（与那原町教

育委員会文化財審議委員会，2006），身近な魚種

である．しかし，琉球列島よりも北の海域におけ

る本種の記録は極めて少なく，遠州灘，和歌山県，

高知県，薩摩半島西岸，および種子島東岸からの

記録に限られていた（赤崎，1962；岡本，1998；

黒潮生物研究財団，2005；林・萩原，2013；畑ほ

か，2015）．

2016 年 11 月 21 日に屋久島沖から 1 個体のタ

イワンダイが採集された．本標本は屋久島におけ

る本種の標本に基づく初めての記録となるため，

ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は赤崎（1962）と Iwatsuki et al. 

(2007) にしたがった．標準体長は体長と表記し，

体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm

までおこなった．タイワンダイの生鮮時の体色の

記載は，固定前に撮影された屋久島産の 1 標本

（KAUM–I. 95788）のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，固定方法は本村（2009）に

準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総

合研究博物館（KAUM）に保管されており，上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている．

　結果と考察

Argyrops bleekeri Oshima, 1927

タイワンダイ　（Fig. 1）

　標本　KAUM–I. 95788，体長 356.0 mm，屋久

島近海，釣り（鹿児島市中央卸売市場魚類市場で

購入），2016 年 11 月 21 日，定置網，畑　晴陵．

　記載　背鰭棘数 11；背鰭軟条数 10；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 15；腹鰭棘数 1；腹鰭

軟条数 5；側線有孔鱗数 50；側線上方横列鱗数 7；

側線下方横列鱗数 16；頬部横列鱗数 3；鰓蓋上横

列鱗数 5；上枝鰓耙数 10；下枝鰓耙数 16；総鰓

耙数 26．

体 各 部 の 体 長 に 対 す る 割 合（%）： 尾 叉 長

115.2；体高 49.7；頭長 31.1；胸鰭基底部におけ

る体幅 15.2；吻長 18.1；眼窩径 8.5；眼径 7.1；眼

下骨幅 13.1；眼隔域幅 9.9；上顎長 12.4；尾柄高
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11.9； 尾 柄 長 19.0； 背 鰭 前 長 47.7； 臀 鰭 前 長

65.4；腹鰭前長 35.2；背鰭基底長 58.3；臀鰭基底

長 21.1；腹鰭棘長 19.5；胸鰭長 32.0；背鰭第 3 棘

長 41.0；背鰭第 4 棘長 32.4；背鰭第 5 棘長 25.2；

臀鰭第 1 棘長 3.6；臀鰭第 2 棘長 11.3；臀鰭第 3

棘長 10.4；臀鰭第 1 軟条長 9.9．

体は著しく側扁し，円盤状を呈する．体高は

背鰭第 3 棘起部で最大．体背縁は吻端から眼の前

方にかけて急激に上昇し，体軸に対し垂直に近い．

眼の前方から背鰭第 3 棘起部にかけての体背縁は

緩やかに盛り上がり，そこから尾鰭基底上端にか

けての体背縁は緩やかに下降する．体腹縁は下顎

先端から臀鰭起部にかけて極めて緩やかに下降

し，そこから尾鰭基底下端にかけて緩やかに上昇

する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに後方

に位置し，胸鰭基底下端は背鰭第 2 起部直下に位

置する．胸鰭後端は尖り，臀鰭起部直上に僅かに

達しない．背鰭起部は胸鰭基底上端直上，背鰭基

底後端は臀鰭基底後端よりも僅かに後方にそれぞ

れ位置する．背鰭第 1 棘は極めて短く，第 2 から

第 6 棘は糸状に伸長する．背鰭軟条は全て分枝す

る．腹鰭起部は胸鰭基底下端よりも僅かに後方，

腹鰭基底後端は背鰭第 3 棘起部よりも僅かに後方

にそれぞれ位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門

に達する．臀鰭起部は背鰭第 11 棘起部よりも僅

かに前方，臀鰭基底後端は背鰭第 9 軟条起部直下

にそれぞれ位置する．臀鰭第 1 棘は短く，臀鰭棘

は第 2 棘が最長．臀鰭軟条は全て分枝する．尾鰭

後縁はほぼ直線状を呈するが，僅かに湾入する．

体は櫛鱗に被われ，眼の周囲，吻部，両顎，およ

び前鰓蓋骨後部は被鱗しない．背鰭前方鱗被鱗域

は左右の前鼻孔の先端を結んだ線に達し，先端は

平坦．側線は鰓蓋後方から尾柄にかけて体背縁と

ほぼ平行にはいる．肛門は正円形を呈し，臀鰭起

部前方に位置する．鰓蓋および前鰓蓋骨の後縁は

円滑．眼と瞳孔はともに正円形．鼻孔は 2 対で，

前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に

位置する．前鼻孔は小さく円形で，後鼻孔は大き

く，細長いスリット状．鰓耙は瘤状．上顎左側の

犬歯は 2 本，側歯は 2 列で外側列は前方から 4 本

の円錐歯，3 本の臼歯が順に並んでおり，内側列

は前方から 4 本の円錐歯，4 本の臼歯が並んでい

る．鋤骨には歯がない．下顎左側の犬歯は 2 本で，

側歯は 2 列で外側列は前方から 3 本の円錐歯，4

本の臼歯が順に並んでおり，内側列は前方から 4

本の円錐歯，5 本の臼歯が並んでいる．両顎側部

にある 2 列の臼歯は強大．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面から体側上部は

桃色．体側中部から体腹面にかけては銀色．体側

上部から体側下部の各体側鱗と鰓蓋の各鱗には瞳

孔よりも小さい金色斑点がはいり，縦帯を形成す

る．鰓蓋後縁と胸鰭腋部は赤色．背鰭鰭膜は桃色．

背鰭各鰭条は淡い黄色．胸鰭各軟条は桃色を呈し，

基底部付近では黄色がかる．腹鰭は桃色を呈し，

中央部は黄色．腹鰭の前縁と後部は白色．臀鰭各

棘と鰭膜は白色．臀鰭中央部は黄色を呈し，黄色

部は桃色に縁取られる．尾鰭は赤みがかった桃色．

虹彩は金色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　本種は韓国，台湾，中国・浙江省，海

南島，トンキン湾，ベトナム，南シナ海，インド

ネシア・ロンボク島，および日本から報告されて

い る（Oshima, 1927； 赤 崎，1962； 久 新 ほ か，

1982; Shen, 1993; Kim et al., 2005; Iwatsuki, 2009; 

Ho and Shao, 2011； 林・ 萩 原，2013； 畑 ほ か，

2015）．国内では遠州灘（岡本，1998），和歌山県

串本町（黒潮生物研究財団，2005），高知県（赤崎，

Fig. 1. Fresh specimen of Argyrops bleekeri. KAUM–I. 95788, 
356.0 mm SL, Yaku-shima island, Osumi Islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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1962; Shinohara et al., 2001；黒潮生物研究財団，

2005），鹿児島県薩摩半島西岸，種子島東岸（畑

ほか，2015），奄美大島（井手口，1992；藤山，

2004；林・萩原，2013），および沖縄県（新垣・

吉野，1984；赤崎，1997；三浦，2012；林・萩原，

2013；上原ほか，2013；畑ほか，2015）から記録

されていたが，本研究により，屋久島近海におけ

る分布も確認された．

備考　屋久島産の標本は，上顎側部に臼歯が 2

列並ぶこと，鋤骨に歯を欠くこと，頬部に 8 列の

鱗が並ぶこと，前鰓蓋骨後縁部が被鱗しないこと，

背鰭第 2 棘条以後の 5 棘は軟らかく，糸状に伸長

す る こ と な ど が Oshima (1927) や 赤 崎（1962），

Shen (1993) によって定義された Argyrops 属の特

徴と一致した．また，背鰭棘数が 11 であること，

背鰭第 1 棘が極めて短いこと，背鰭第 2 棘以以後

5 棘は軟らかく，糸状に伸長することなどが

Oshima (1927) や 赤 崎（1962），Shen (1993)，

Iwatsuki (2009) が報告した Argyrops bleekeri の標

徴とよく一致したため，本種と同定された．また，

記載標本の計数・計測値は畑ほか（2015）によっ

て示された A. bleekeri の値と概ね一致したが，尾

叉長と眼径の体長に占める割合がわずかに小さ

い．これらの若干の相違は，畑ほか（2015）によっ

て報告された標本の体長が 30.0–286.8 mm である

のに対し，本研究の記載標本が 356.0 mm と大き

いことから，成長に伴う体各部の相対値変化によ

るものであると考えられる．

Argyrops bleekeri は南アフリカから南シナ海と

オーストラリアにかけてのインド・西太平洋に広

く分布する A. spinifer (Forsskål, 1775) に酷似する

が，背鰭棘が 11（A. spinifer では 12），背鰭第 2

棘以後の棘数本が糸状に伸長すること（背鰭第

1–2 棘は短く，第 3 棘以後の棘数本が糸状に伸長

する）で容易に識別される（赤崎，1962; Carpenter, 

2001）．

「はじめに」の項で触れた通り，タイワンダイ

は沖縄県においては多獲されるものの（三浦ほか，

2012），鹿児島県以北における本種の記録は乏し

い（林・萩原，2013）．本種の国内における分布

状況は畑ほか（2015）に詳述されているが，鹿児

島県における本種の記録はこれまで奄美大島（井

手口，1992；藤山，2004；林・萩原，2013），種

子島東岸，および薩摩半島西岸（畑ほか，2015）

からのものに限られていた．また，本種は屋久島

の 魚 類 相 を 報 告 し た Motomura et al. (2010) や

Motomura and Aizawa (2011) にも記録されていな

い．したがって，記載標本は屋久島における本種

の標本に基づく初めての記録となる．
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